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無担保、無保証人、低利子で融資

～マル経融資制度～
利子補給（1％）制度が利用できます！

　マル経融資制度は、小規模事業者の皆様の経営改

善に必要な事業資金を館山商工会議所の推薦により

「日本政策金融公庫」から借りられる国の制度です。

※�ご利用の際には各種要件がございますのでお問

い合わせください。 22－8330

担保、保証人 不　要

保証協会の保証 不　要

貸 付 限 度 額 1,500 万円

返 済 期 間 10年以内（＊運転資金は7年以内）

利 率 年 1.95％（平成 23 年 8月1日現在）

融 資 対 象 小規模事業者：従業員 20人以下
（商業、サービス業は5人以下）

会議所は企業の要、地域の灯

2011 8
会員数1,001名

東日本大震災復興

『第48回館山湾花火大会』を開催！
～皆様のご協力ありがとうございました～

館山観光まつりの主なイベント報告

LOBO 6月結果　業況DIは依然厳しい水準
～生産は回復も原発事故の影響続く～

実践マナー講座を開催！　～参加者募集中～

経済底流を読み解く　なぜ、復興計画が遅れるのか？
　　　　　　　　求められているのは“決断”

「東日本大震災義援金募金」にご協力いただき、
ありがとうございます！

青年部の窓　知的財産勉強会「弁理士って何？」

第48回館山観光まつり館山湾花火大会



会 議 所 だ よ り
平 成 23 年 8月10日（2）

は
、
こ
の
よ
う
な
時
に
こ
そ
例
年

通
り
地
域
の
人
々
が
自
慢
で
き
る

「
私
達
の
花
火
大
会
」
を
開
催
し

よ
う
と
広
く
一
般
か
ら
の
協
賛
を

募
り
、
会
員
の
皆
様
を
中
心
に
、

市
民
・
関
係
団
体
・
地
域
外
の
事

業
所
や
個
人
等
多
数
の
皆
様
か
ら

協
賛
を
い
た
だ
い
て
花
火
大
会
を

開
催
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
地
域

の
絶
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り
、
協

賛
目
標
金
額
も
上
回
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、恒
例
と
な
っ
て
い
る
『
那

古
山
の
電
光
ひ
か
り
大
文
字
』・

『
花
火
と
フ
ラ
メ
ン
コ
』・
自
衛
隊

護
衛
艦
『
や
ま
ゆ
き
』
に
よ
る
電

灯
艦
飾
・
館
山
花
火
ク
ル
ー
ズ
で

寄
港
し
た
客
船
『
に
っ
ぽ
ん
丸
』

の
満
船
飾
が
大
会
を
一
層
盛
り
上

げ
ま
し
た
。

　

『
館
山
観
光
ま
つ
り
』
の
メ
イ

ン
行
事
で
あ
る
館
山
湾
花
火
大
会

が
８
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
た
。

　

今
年
の
花
火
大
会
は
、
東
日
本

大
震
災
の
影
響
に
よ
り
全
国
各
地

で
イ
ベ
ン
ト
中
止
が
相
次
ぎ
、
ま

た
景
気
も
低
迷
し
て
い
る
こ
と
か

ら
協
賛
金
の
減
少
が
危
惧
さ
れ
る

な
ど
、
開
催
決
定
前
か
ら
不
安
な

要
素
が
多
く
な
っ
て
い
た
。
開
催

を
決
定
し
た
後
も
、
地
震
・
津
波

対
策
を
中
心
と
し
た
警
備
体
制
の

大
幅
な
見
直
し
な
ど
開
催
ま
で
に

様
々
な
難
題
に
直
面
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
実
行
委
員
会

を
中
心
に
、
当
地
域
最
大
イ
ベ
ン

ト
の
火
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、
関
係

機
関
と
の
協
議
を
重
ね
、
ご
協
力

を
仰
ぎ
な
が
ら
開
催
に
こ
ぎ
つ
け

た
。
近
隣
の
花
火
大
会
が
多
数
開

催
を
見
送
っ
た
影
響
で
、
平
日
開

催
に
も
関
わ
ら
ず
16
万
人
の
人
出

で
大
変
賑
っ
た
。

　

昨
今
の
景
気
低
迷
の
影
響
に
加

え
、
去
る
３
月
11
日
に
東
北
・
関

東
地
方
を
襲
っ
た
東
日
本
大
震
災

の
影
響
で
、
全
国
各
地
の
花
火
大

会
が
中
止
を
検
討
す
る
な
か
、
館

山
観
光
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で

館
山
観
光
ま
つ
り
メ
イ
ン
行
事

東
日
本
大
震
災
復
興
祈
念
　『
第
48
回
館
山
湾
花
火
大
会
』を
開
催

～
皆
様
の
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

　
夏
の
館
山
を
彩
る
一
大
行
事
と
し
て
、
市
民
は
も
と
よ
り
多
く
の
観
光
客
か
ら
も
絶
大
な
人
気
を
誇
る
恒

例
の
『
館
山
観
光
ま
つ
り
』（
主
催
、
館
山
観
光
ま
つ
り
実
行
委
員
会
・
髙
橋
弘
之
実
行
委
員
長
）
は
、
７

月
17
日
か
ら
８
月
10
日
ま
で
市
内
各
所
を
会
場
に
多
彩
な
行
事
を
開
催
し
、
盛
大
裡
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
特
に
、『
第
48
回
館
山
湾
花
火
大
会
』
は
、東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、地
域
経
済
が
全
体
的
に
停
滞
す
る
中
、

「
こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
元
気
を
出
さ
ね
ば
！
」
と
い
っ
た
会
員
の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
を
中
心
に
、市
民
・

関
係
団
体
・
地
域
外
の
事
業
者
や
個
人
等
多
数
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
県
内
で
も
最
大
規
模
を
誇
る
花

火
大
会
と
し
て
大
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
点
火
式
に
先
立
ち
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
一
日
も
早
い
復
興
を
祈
念
し
、「
に
っ
ぽ
ん
丸
」
の
汽
笛
に

合
わ
せ
慰
霊
の
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
で
２
回
目
を
迎
え
た
、
花
火
大
会
会
場
で
の
募
金
に
よ
る
「
観
客
の
皆
様
の
協
賛
花
火
」
も

打
ち
上
げ
ら
れ
、
大
変
好
評
で
し
た
。

★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★

★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★



会 議 所 だ よ り
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７
月
17
日
（
日
）
北
条
海
岸
を

会
場
に
、
Ｏ
Ｗ
Ｓ
（
オ
ー
プ
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ミ
ン
グ
）
ジ
ャ

パ
ン
オ
ー
プ
ン
２
０
１
１
館
山
が

開
催
さ
れ
た
。

　

北
京
五
輪
か
ら
五
輪
正
式
種
目

と
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
大
会
に

は
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の

出
場
を
目
指
す
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
が
集
い
し
の
ぎ
を
削
っ
た
。
男

子
は
10
名
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
10
名

が
完
泳
、
女
子
は
１
名
が
エ
ン
ト

リ
ー
し
１
名
が
完
泳
と
い
う
結
果

で
あ
っ
た
。

　

７
月
17
日
（
日
）
～
18
日
（
祝
）

こ
ち
ら
も
北
条
海
岸
を
会
場
に
２

日
間
に
わ
た
り
第
15
回
館
山
オ
ー

　

７
月
24
日
（
日
）
強
い
日
差

し
の
下
、
伝
統
の
「
鏡
ヶ
浦
横

断
遠
泳
大
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
船
形
の
堂
の

下
海
岸
を
ス
タ
ー
ト
し
、
ゴ
ー

ル
の
北
条
桟
橋
ま
で
館
山
湾
を

横
断
す
る
約
４
キ
ロ
で
競
わ
れ
、

市
内
外
か
ら
51
チ
ー
ム
１
５
３

プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス

が
開
催
さ
れ
た
。

　

全
国
の
オ
ー
プ
ン
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
イ
ム
の
愛
好
者
３
９
８
名
が
参

加
し
た
こ
の
大
会
は
、
台
風
６
号

の
影
響
で
若
干
風
の
強
い
天
候
で

は
あ
っ
た
も
の
の
、
３
９
３
名
が

完
泳
し
、
会
場
と
な
っ
た
北
条
海

岸
は
選
手
や
応
援
の
家
族
連
れ
な

ど
が
詰
め
か
け
、
熱
い
声
援
が
送

ら
れ
た
。

選
手
が
参
加
し
泳
力
を
競
い

合
っ
た
。
当
日
は
天
候
に
も
恵

ま
れ
、
参
加
51
チ
ー
ム
す
べ
て

が
完
泳
し
た
。

　

８
月
７
日
（
日
）
に
は
、
館
山

銀
座
商
店
街
振
興
組
合
（
代
表
理

事　

角
田
吉
夫
）
に
よ
る
、
銀
座

ま
つ
り
『
納
涼
ふ
れ
あ
い
の
広
場
』

が
太
田
整
形
外
科
駐
車
場
を
会
場

に
開
催
さ
れ
た
。

　

会
場
で
は
、
ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン

ス
や
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
に
よ
る

ラ
イ
ブ
が
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
毎

年
好
評
の
立
教
大
学
に
よ
る
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

や
納
涼
模
擬
店
、
露
店
な
ど
が
出

店
さ
れ
た
。
銀
座
商
店
街
は
近
隣

住
民
を
中
心
に
多
く
の
人
出
で
夜

遅
く
ま
で
賑
わ
っ
た
。

　

８
月
６
日
（
土
）
長
須
賀
商
業

会
（
会
長　

三
平
敏
文
）
で
は
「
長

須
賀
納
涼
露
店
市
」
を
開
催
し
た
。

　

那
古
商
店
連
盟
（
会
長　

穂
積

久
一
）
観
光
部
で
は
、
８
月
９
日

（
火
）
に
那
古
寺
境
内
を
会
場
に
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
那
古
納
涼

歌
謡
シ
ョ
ー
」
を
開
催
し
た
。
ゲ

ス
ト
歌
手
に
は
こ
ち
ら
も
お
な
じ

み
の
石
橋
美
重
さ
ん
を
お
招
き

し
、
プ
ロ
の
歌
声
を
披
露
し
て
い

た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
「
那
古
観
音

四
万
六
千
日
」
で
あ
り
、
那
古
寺

境
内
は
地
元
住
民
の
み
な
ら
ず
遠

方
か
ら
の
参
拝
者
も
多
数
訪
れ
終

日
賑
わ
い
を
み
せ
た
。

▼
▼
▼ 

館
山
観
光
ま
つ
り
の
、
主
な
イ
ベ
ン
ト
報
告 

▲
▲
▲

Ｏ
Ｗ
Ｓ
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン

２
０
１
１
館
山

第
15
回
館
山
オ
ー
プ
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
イ
ム
レ
ー
ス

第
45
回
鏡
ヶ
浦

横
断
遠
泳
大
会

第
28
回
銀
座
ま
つ
り

『
納
涼
ふ
れ
あ
い
の
広
場
』

第
36
回
長
須
賀
納
涼
露
店
市

那
古
納
涼
歌
謡
シ
ョ
ー
開
催

　

例
年
通
り
、
東
京
電
力
大
駐

車
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
毎
年
人
気
と

な
っ
て
い
る
商
業
会
に
よ
る
ビ

ア
ガ
ー
デ
ン
や
腰
越
農
家
組
合
・

立
教
大
学
に
よ
る
模
擬
店
な
ど

が
出
店
さ
れ
た
ほ
か
、
ハ
ワ
イ

ア
ン
ダ
ン
ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

夕
涼
み
に
訪
れ
る
家
族
連
れ
な

ど
で
賑
わ
っ
た
。



会 議 所 だ よ り
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商
工
会
議
所
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
（
早
期

景
気
観
測
）
調
査
の
６
月
結
果
で

は
、
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ
は

マ
イ
ナ
ス
51
．
４
（
前
月
比
プ
ラ

ス
３
．
０
ポ
イ
ン
ト
）
と
な
っ
た
。

マ
イ
ナ
ス
幅
は
２
カ
月
連
続
で
縮

小
し
た
も
の
の
、
震
災
前
の
水
準

に
は
回
復
し
て
い
な
い
。

　

産
業
別
で
は
、
建
設
、
製
造
、

小
売
の
３
業
種
で
マ
イ
ナ
ス
幅
が

縮
小
し
た
。
こ
の
う
ち
製
造
業
は
、

「
生
産
体
制
は
フ
ル
操
業
に
近
い

状
態
。
売
り
上
げ
も
３
・
４
月
に

比
べ
、
大
幅
に
改
善
し
て
い
る
」

（
自
動
車
・
付
属
品
製
造
業
）
と

の
声
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
自
動

車
を
中
心
に
、
生
産
が
急
回
復
す

る
動
き
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
小
売
業
も
、
夏
期
の
電
力

不
足
へ
の
不
安
か
ら
、
消
費
者
の

節
電
に
対
す
る
意
識
が
高
ま
り
、

省
エ
ネ
家
電
や
ク
ー
ル
ビ
ズ
関
連

商
品
の
売
れ
行
き
が
好
調
。「
紳

士
用
の
半
袖
シ
ャ
ツ
の
売
上
が

対
前
年
比
65
％
増
加
」（
百
貨
店
）

と
い
っ
た
コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。

　

一
方
、
原
子
力
発
電
所
事
故
の

発
生
に
伴
う
風
評
被
害
な
ど
の
影

響
で
、
飲
食
店
や
宿
泊
施
設
な
ど

で
は
来
客
数
が
低
迷
し
て
お
り
、

サ
ー
ビ
ス
業
は
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡

大
し
た
。

　

「
原
発
事
故
が
収
束
し
な
い
限

り
、
外
国
人
観
光
客
の
回
復
は
期

待
で
き
な
い
」（
旅
館
）
と
い
っ

た
厳
し
い
状
況
を
訴
え
る
声
が
目

立
つ
。

　

こ
う
し
た
中
、
向
こ
う
３
カ

月
（
７
～
９
月
）
の
先
行
き
見
通

し
は
、
全
産
業
合
計
の
業
況
Ｄ
Ｉ

（
６
月
比
ベ
ー
ス
）
が
マ
イ
ナ
ス

38
．
４
と
、
プ
ラ
ス
13
．
０
ポ
イ

ン
ト
の
大
幅
な
改
善
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。
こ
れ
は
、
製
造
業
を
中

心
に
、
本
格
的
な
受
注
の
回
復
や
、

省
エ
ネ
関
連
商
品
の
売
上
増
が
期

待
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
も
の
。「
大

手
自
動
車
メ
ー
カ
ー
が
工
場
の
稼

働
率
を
引
き
上
げ
た
た
め
、
注

文
が
増
加
」（
自
動
車
部
品
卸
売

業
）、「
扇
風
機
の
販
売
は
対
前
年

比
２
０
０
％
の
伸
び
を
見
せ
て
い

る
」（
総
合
ス
ー
パ
ー
）
な
ど
の

コ
メ
ン
ト
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
同
時
に
、
操
業
日
の
変

更
や
勤
務
体
制
の
シ
フ
ト
な
ど
、

夏
期
の
電
力
供
給
問
題
の
影
響
を

訴
え
る
声
も
多
い
。「
取
引
先
が

７
～
10
月
の
操
業
日
を
変
更
す
る

こ
と
か
ら
、
自
社
の
従
業
員
を
休

日
出
勤
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

人
件
費
が
増
加
す
る
見
通
し
」（
管

工
事
業
）
と
い
っ
た
声
が
あ
が
っ

て
い
る
。
ま
た
、
親
会
社
が
資
材

の
調
達
先
を
海
外
に
変
更
す
る
こ

と
に
よ
る
受
注
の
減
少
や
、
原
材

料
価
格
の
高
騰
に
伴
う
採
算
の
悪

化
、
高
速
道
路
料
金
の
割
引
廃
止

に
よ
る
観
光
客
の
減
少
な
ど
も
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　

各
業
種
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
徴

的
な
コ
メ
ン
ト
は
以
下
の
と
お
り

【
建
設
業
】

　

「
公
共
事
業
が
被
災
地
に
集
中

し
、
他
地
域
で
の
工
事
減
少
に
つ

な
が
る
こ
と
を
懸
念
」（
一
般
工

事
業
）、「
住
宅
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制

度
が
７
月
末
で
終
了
す
る
た
め
、

駆
け
込
み
需
要
が
発
生
」（
建
築

工
事
業
）

【
製
造
業
】

　

「
７
～
９
月
の
取
引
先
の
休
日

が
ま
ち
ま
ち
で
あ
り
、
対
応
に
苦

慮
。
各
取
引
先
の
生
産
状
況
に
合

わ
せ
た
場
合
、
稼
働
日
数
や
消
費

電
力
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
」（
金

属
加
工
機
械
製
造
業
）、「
海
外
で

の
輸
入
規
制
に
よ
り
輸
出
が
停

滞
。
風
評
被
害
の
影
響
で
商
品
が

全
く
売
れ
な
い
」（
食
料
品
製
造

業
）

【
卸
売
業
】

　

「
輸
入
小
麦
の
政
府
引
き
渡
し

価
格
が
18
％
値
上
が
り
し
た
こ
と

を
受
け
、
小
麦
粉
の
仕
入
価
格
が

上
昇
し
て
い
る
が
、
販
売
価
格
に

転
嫁
で
き
な
い
」（
食
料
品
卸
売

業
）、「
円
高
に
よ
り
輸
入
野
菜
の

価
格
が
低
下
し
、
厳
し
い
競
争
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
」（
農
産
物
卸

売
業
）

【
小
売
業
】

　

「
７
～
９
月
に
か
け
て
、
製
造

業
等
の
休
日
が
土
日
か
ら
平
日
へ

移
る
た
め
、
来
客
数
へ
の
影
響
が

心
配
」（
総
合
ス
ー
パ
ー
）、「
放

射
能
汚
染
に
よ
る
米
の
出
来
具
合

や
収
穫
量
へ
の
影
響
が
心
配
」（
米

穀
類
小
売
業
）

【
サ
ー
ビ
ス
業
】

　

「
自
粛
ム
ー
ド
は
払
拭
さ
れ
た

が
、
団
体
客
や
外
国
人
の
宿
泊
数

は
ま
だ
震
災
前
の
水
準
に
戻
っ
て

い
な
い
」（
旅
館
）、「
風
評
被
害

や
外
食
控
え
の
影
響
で
、
売
上
が

減
少
」（
食
堂
）、「
原
材
料
（
燃

料
価
格
）
は
若
干
値
下
が
り
し
た

も
の
の
、
ま
だ
高
止
ま
り
状
態
。

さ
ら
に
、
高
速
料
金
無
料
化
の
廃

止
に
よ
り
経
営
は
厳
し
い
」（
運

送
業
）

LOBO
6月結果

業
況
Ｄ
Ｉ
は
依
然
厳
し
い
水
準

～
生
産
は
回
復
も
原
発
事
故
の
影
響
続
く
～

全産業合計の業況DIの推移（平成14年1月～23年6月）
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会 議 所 だ よ り
（5）平 成 23年 8月10日

千葉県無形民俗文化財指定　八幡祭礼
八幡祭礼（９月17日・18日）に関するお知らせ
祭礼当日は市内各所で交通規制が実施されますのでご注意ください

実
践
マ
ナ
ー
講
座
を
開
催
！
～
参
加
者
募
集
中
～

　

当
所
で
は
、
毎
年
好
評
の
実
践
マ
ナ
ー
講
座
を
本
年
も
開
催
す
る
。

　

本
年
の
テ
ー
マ
は
『
人
間
関
係
に
強
く
な
る
！
お
客
様
と
の
信
頼

関
係
を
築
く
マ
ナ
ー
』
と
な
っ
て
お
り
、
左
記
の
と
お
り
開
催
い
た

し
ま
す
。
若
手
・
新
入
社
員
の
方
は
も
ち
ろ
ん
、
部
下
の
教
育
の
た

め
に
経
営
者
・
幹
部
役
員
・
中
堅
社
員
の
方
に
も
お
す
す
め
の
講
座

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◇
日
時　

平
成
23
年
９
月
26
日

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時
30
分

◇
場
所　

館
山
商
工
会
議
所　

会
議
室

◇
参
加
費　

１
人
５
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

◇
主
な
内
容

・
職
場
の
基
本
的
な
マ
ナ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
か
し
た
会
話
術

・
言
葉
遣
い
の
基
本
・
電
話
応
対
の
基
本
（
電
話
の
受
け
方
や
か
け
方
）

・
接
客
応
対
の
極
意
・
ア
イ
ド
マ
の
法
則
・
そ
の
他

※
詳
細
に
つ
い
て
は
別
紙
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



会 議 所 だ よ り
平 成 23 年 8月10日（6）

会議所窓口相談

商工相談日

金融相談日

毎週水曜日

（電話相談随時

　お気軽にご連絡下さい）

毎月第3金曜日

・日本政策金融公庫（10時～12時）

　

３
月
11
日
、
未
曽
有
の
大
震
災

が
わ
が
国
を
襲
っ
て
か
ら
、
早
く

も
３
カ
月
余
り
の
と
き
が
過
ぎ
た
。

し
か
し
、
今
な
お
多
く
の
被
災
者

が
避
難
所
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
。
彼
ら
は
、
１
日
も
早
く
安
心

し
て
自
宅
に
帰
る
日
が
来
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
考
え
る

と
、
早
急
に
具
体
的
な
復
興
計
画

を
つ
く
り
、
実
際
に
行
動
を
起
こ

す
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
だ
。

　

し
か
し
、
政
府
の
復
興
計
画
の

策
定
作
業
は
遅
れ
て
い
る
。
４
月

27
日
に
固
定
資
産
税
の
本
年
度
分

免
除
な
ど
、
被
災
者
支
援
の
税
制

改
正
法
案
は
成
立
し
た
も
の
の
、

そ
れ
以
降
は
な
か
な
か
目
立
っ
た

進
展
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
６
月

20
日
に
、
よ
う
や
く
復
興
基
本
法

案
が
成
立
し
た
が
、
復
興
に
必
要

な
二
次
補
正
予
算
の
編
成
は
、
さ

ら
に
夏
場
に
ず
れ
込
む
こ
と
が
懸

念
さ
れ
て
い
る
。

　

な
ぜ
、
計
画
の
策
定
が
遅
れ
る

の
だ
ろ
う
か
？
そ
の
背
景
に
は
、

菅
直
人
内
閣
総
理
大
臣
の
求
心
力

の
低
下
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。
政
権

与
党
で
あ
る
民
主
党
は
、
復
興
計

画
策
定
の
た
め
の
作
業
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
た
も
の
の
、
財
源
を
増

税
に
よ
っ
て
賄
う
構
想
が
党
内
で

批
判
を
浴
び
て
立
ち
往
生
し
た
。

　

ま
た
、
菅
総
理
の
肝
い
り
で
創

設
さ
れ
た
復
興
構
想
会
議
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
参
加
者
が
集

ま
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
財
源

問
題
の
扱
い
な
ど
で
議
論
の
方
向

が
拡
散
し
て
い
る
。
一
部
の
経
済

専
門
家
か
ら
は
、「
早
期
に
意
見

を
集
約
で
き
る
か
不
透
明
」
と
の

指
摘
も
出
て
い
る
。

　

い
ず
れ
の
会
議
で
も
、
自
由
で

活
発
な
議
論
は
行
わ
れ
る
の
だ

が
、
意
見
を
一
つ
の
方
向
に
集
約

し
て
、
具
体
的
に
形
あ
る
も
の

に
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
は
今

の
政
権
政
党
の
特
質
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　

今
、
最
も
重
要
な
こ
と
は
、
復

興
に
向
け
て
迅
速
に
行
動
す
る
こ

と
だ
。
多
く
の
被
災
者
に
対
す
る

具
体
的
な
対
策
と
、
わ
が
国
経
済

全
体
を
復
興
さ
せ
る
方
策
を
考

え
、
実
践
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

世
界
経
済
で
は
激
し
い
競
争
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
わ

が
国
の
一
部
の
企
業
は
重
要
な
工

業
製
品
の
素
材
や
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の

部
材
で
高
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ
ア

を
勝
ち
取
っ
て
き
た
。
だ
か
ら
こ

そ
、
多
額
の
貿
易
黒
字
を
得
る
こ

と
が
で
き
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
震
災
に
よ
っ
て
競

合
す
る
中
国
や
韓
国
な
ど
の
企
業

が
わ
が
国
の
企
業
の
地
位
を
脅
か

す
べ
く
チ
ャ
ン
ス
を
狙
っ
て
い

る
。
い
っ
た
ん
世
界
の
主
要
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
か
ら
脱
落
す

る
と
、
そ
こ
に
戻
る
の
は
並
大
抵

の
こ
と
で
は
な
い
。
あ
る
大
手
企

業
の
経
営
者
は
、「
復
興
は
時
間

と
の
競
争
だ
。
今
の
政
府
を
見
て

い
る
と
心
配
に
な
る
」
と
指
摘
し

て
い
た
。

　

政
府
が
い
く
ら
会
議
の
数
を
増

や
し
て
議
論
を
重
ね
て
も
、
そ
れ

だ
け
で
は
何
も
前
に
進
ま
な
い
。

政
治
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取
る

人
が
行
な
う
べ
き
こ
と
は
、
会
議

で
く
み
上
げ
て
き
た
議
論
の
ポ
イ

ン
ト
を
集
約
し
て
、
方
向
性
を
明

確
に
す
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
そ

れ
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
、
何
を
、

い
つ
、
ど
の
よ
う
な
方
法
で
実
現

す
る
か
を
決
断
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

決
断
こ
そ
が
、
本
来
の
政
治
の

役
割
だ
。

　

政
治
が
必
要
な
決
断
を
遅
ら
せ

る
と
、
そ
の
分
だ
け
復
興
に
か
か

る
時
間
は
延
び
る
。
復
興
が
遅
れ

る
と
、
被
災
者
が
困
り
、
企
業
も

競
争
力
を
減
殺
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
18
世
紀
中
ご
ろ
大
震
災
に
見

舞
わ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
で
は
、
そ

れ
を
機
に
国
力
の
低
下
が
鮮
明
に

な
っ
た
。
わ
が
国
の
政
府
は
、
そ

の
二
の
舞
い
を
演
じ
て
は
な
ら
な

い
。

経
済
底
流
を
読
み
解
く
◆
◆
◆
◆
◆
◆

　
な
ぜ
、
復
興
計
画
が
遅
れ
る
の
か
？

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は

〝
決
断
〟　

千葉支社　木更津営業所
〒292-0838　木更津市潮浜1-17-59
TEL0438-37-9953
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経
営
研
究
会
は
、
年
間
を
通
し

て｢

事
業
継
承｣

を
テ
ー
マ
に
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
今
回

は
第
２
回
目
と
な
り
、
神
崎
特
許

事
務
所　

弁
理
士　

神
崎
正
浩
氏

を
講
師
に
向
か
え
知
的
財
産｢

弁

理
士
っ
て
何
？｣

を
テ
ー
マ
に
勉

強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

館
山
市
役
所
に
て
石
井
信
重
氏

の
紹
介
で
委
員
長
小
倉
輝
一
と
共

に
ま
さ
に
弁
理
士
っ
て
何
？
と
い

う
状
態
で
初
顔
合
わ
せ
。
委
員
長

の
短
時
間
で
の
勉
強
会
依
頼
、
会

の
日
程
、
段
取
り
が
ト
ン
ト
ン
拍

子
で
決
ま
り
、
手
際
の
よ
さ
に
感

動
し
終
了
。

　

当
日
は
館
山
商
工
会
議
所　

会

頭　

髙
橋
様
、
26
名
も
の
青
年
部

員
、
司
法
書
士　

江
沢
様　

オ
ー

パ
ヴ
ィ
ラ
ー
ジ
ュ　

代
表
取
締
役

　

梅
津
様　

館
山
市
役
所
職
員
10

名
と
い
う
多
く
の
方
々
に
参
加
を

頂
き
ま
し
た
。
髙
橋
会
頭

に
は
挨
拶
ま
で
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

神
崎
先
生
の
弁
理
士
と

い
う
仕
事
は
さ
ま
ざ
ま
な

特
許
申
請
、
そ
れ
に
伴
う

調
査
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
行

う
お
仕
事
で
す
。
も
と
も

と
木
更
津
出
身
と
い
う
こ

と
で
。
日
本
弁
理
士
会
千

葉
委
員
長
で
あ
り
木
更
津

で
の
講
演
、
館
山
で
も
開

催
予
定
も
あ
る
地
元
密
着

の
弁
理
士
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

お
話
が
始
ま
る
と
、
ま
っ

青

年

部

の

窓

経
営
研
究
委
員
会
　
事
業
継
承
勉
強
会
　
第
２
回

　

知
的
財
産
勉
強
会｢

弁
理
士
っ
て
何
？｣

た
く
意
識
も
し
な
か
っ
た
特
許

と
い
う
世
界
が
ど
ん
ど
ん
広
が

り
、
会
議
室
か
ら
目
に
飛
び
込
ん

で
く
る
た
く
さ
ん
の
も
の
が
特
許

と
い
う
世
界
に
囲
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
自
動
車

な
ど
は
デ
ザ
イ
ン
・
部
品
・
ワ
イ

パ
ー
ま
で
特
許
の
塊
。
弁
理
士
と

い
う
仕
事
は
特
許
の
ま
だ
と
ら
れ

て
い
な
い
パ
ー
ツ
を
調
査
す
る
こ

と
に
よ
り
時
間
と
コ
ス
ト
の
節
減

の
役
割
ま
で
あ
る
。
目
の
前
に
あ

る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ジ
ュ
ー
ス
の

デ
ザ
イ
ン
、
名
前
ま
で
。
ま
わ
り

は
特
許
だ
ら
け
で
し
た
。
さ
ら
に

ア
メ
リ
カ
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て

積
極
的
で
あ
り
、
企
業
戦
略
と
し

て
時
に
は
特
許
を
と
る
と
20
年
間

保
護
さ
れ
る
代
償
と
し
て
世
の
中

に
す
べ
て
ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
表
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
コ
カ

コ
ー
ラ
な
ど
あ
え
て
特
許
を
と
っ

て
い
な
い
。
は
た
ま
た
地
域
ブ
ラ

ン
ド
を
つ
け
る
た
め
の
地
域
団
体

商
標
制
度
、
館
山
マ
ス
コ
ッ
ト
の

だ
っ
ぺ
ぇ
ー
君
に
い
た
る
ま
で
幅

広
く
お
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
と
て
も
充
実
し
た
勉
強
会
で

し
た
。

　

ご
出
席
し
て
い
た
だ
い
た
皆

様
、
ご
協
力
を
し
て
い
た
だ
い
た

皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
も
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま

す
。

経
営
研
究
会
委
員
長
　
小
倉
輝
一

　
　
　
　
　
　
担
当
　
間
立
　
徹

日
時
：
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【２００口】
金 　 福 東

【20 口】
大 和 自 動 車 工 業 ㈲ ㈱ 鶴 岡 商 店 丸 高 石 油 ㈱

【１０口】
㈲ 和 田 屋 商 店

【5 口】
㈲ 南 　 　 創　　　　　　　　　　　　　※平成 23 年 8 月 2 日現在・敬称略

「東日本大震災義援金」にご協力いただき、
ありがとうございます！

～皆様のあたたかいお気持ちを、
被災地商工会議所に届けます～



会 議 所 だ よ り
平 成 23 年 8月10日（8）

制度の運営機関：独立行政法人中小企業基盤整備機構  TEL 050-5541-7171（共済相談室）  URL  http://www.smrj.go.jp/kyosai/index.html


